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Use of the clover Trifolium repens by the pierid butterfly Eurema hecabe from Ishigakijima Island 
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Abstract In Japan, subtropical populations of Eurema hecabe usually feed on subtropical legume plants such as 
Ormocarpum cochinchinense and Cassia surattensis, but not the clover Trifolium repens, which is well known as the 
host of a related species Colias erate. We recently discovered the use of T. repens by E. hecabe on Ishigakijima Island 
in the South-western Islands of Japan (Kato and Hirano, 2006). Here, we investigated oviposition response and larval 
performance between T. repens and C. suratensis in the laboratory, together with a brief field observation. The results 
show that female butterflies of E. hecabe oviposited on T. repens, although the ratio of oviposition on T. repens was lower 
than that on C. surattensis in the choice test. In the larval performance test, a smaller pupation ratio and pupal weight 
were observed among larvae feeding on T. repens than among those on C. surattensis. In E. mandarina, by contrast, 
oviposition scarcely occurred on clover although larval performance was relatively good. This data suggests that E. hecabe 
is less adaptive to T. repens than to native host plants, although this species uses T. repens more frequently as a host plant 
than E. mandarina does in the field. 


Key words Eurema hecabe, Eurema mandarina, host plant, Ishigakijima Island, larval performance, oviposition preference, 
Trifolium repens. 


Fe Bi 琉球 列島 石垣 島 に お ける キチ ョ ウ の 食 草 は マメ 科 の ハマ セ 


NER ン ナ や モク セン ナ , それ に アメ リカ ツノ クサ ネム な ど で あ 
日 本 産 「 キ チョ ウ 」 は これ まで . 単 一 の 種 と し て 扱わ れ て る (Kato and Handa, 1992; Kato et al., 1992). 特に ハマ セン 


きた が , 筆者 ら は 南西 諸島 に 生息 する 個体 群 を 調べ る こと see 荒れ 地 や 山地 な ど 鳥 内 の 各所 に 分 布 し て お り . 
に より , 成虫 の 季節 型 発現 や 光 周 反応 性 (Kato and Handa, = 
主 な 食 草 種 と し て 利用 きれ て いる . 一 方 , 筆者 ら は 2006 年 
1992; Kato, 2000a), DNA な どの 分 子 解析 (野村 ・ 加 藤 , 1993; A aie Nana 0 TE ae 
S a . SA, 沖縄 県 石垣 市 に お いて シロ ツメ クサ Trifolium repens 
Narita et al., 2006), 行動 レベ ル で の 生殖 隔離 (Kobayashi et sak cen 
: に 上 に キチ ョ ウ の 卵 と 思わ れる 白色 卵 を 多数 見 つけ た が , itt 
al., 2001), 雑種 不 和合 性 (廣木 ・ 加 藤 , 2006) な どの 一 連 に よる 産卵 は 確認 で き な か っ た . 卵 を 採取 し . シロ ツメ ク 
の 研究 か ら , 明らか に 異な る 2 種 . すなわち キチ ョ ウ ( ミ p I E ae 
0 ee サ で 室内 飼育 し た と ころ , 予想 どおり キチ ョ ウ が 羽化 し て 
ナミ キナ チョ ウ ) Eurema hecabe Linné ? a 7 E. xP ZnO, 石垣 島 で は キチ ョ ウ に よる シロ ツメ クサ 
mandarina TOrza に 区 別 き れる こと を 明らか に し た (加藤 ・ の 利用 が 強く 示唆 きれ る (加藤 ・ 平 野 .2006) 
矢田 , 2005)、 キ タキ チョ ウ は 本 州 ・ 四 国 ・ 九 州 な どの 温 壮 sua 
域 に 分 布 す る が , 南西 諸島 な どの 島々 に も 生息 する . 地域 シロ ツメ クサ は 日 本 各地 に 広く 分 布 し . モン キチ ョ ウ の 食 
に よっ て は キチ ョ ウ と 同 所 的 な 分 布 を 示す (Kato and Handa, 草 と し て よく 知ら れ て いる (福田 ら , 1992) が . キナ ョ ウ 
1992; Kato, 2000a: Kobayashi et al., 2001; 加藤 ・ 矢 田 , 2005). 類 に よる 利用 は ほとん ど 知 られ て いな い . それ ゆえ , キチ 
これ ら の 2 種 は 利用 する 食 草 種 に お いて も 明白 に 異な る ョ ウ に よる シロ ツメ クサ 利用 は 寄主 範囲 の 拡大 や 進化 を 考 
(Kato et al., 1992; Kato, 2000b). それ ゆえ , これ ら の 姉妹 種 える 上 で 大 変 興味 深い 現象 と 思わ れる . 本 研究 に お いて は ., 
の 分 化 に は 利用 食 草 へ の 適応 が 大 きく 関与 し て いる 可能 性 キチ ョ ウ の シロ ツメ クサ に 対す る 産卵 や 摂 食 を 野外 観察 お 
が 示唆 され る . よび 実験 室内 に お いて 調べ た . さら に キタ キチ ョ ウ の 産卵 
並び に 摂 食 実験 も ああ わせ て 行っ た . 
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材料 と 方 法 
野外 観察 


我々 は 2008 年 3 月, 野外 に お ける キチ ョ ウ に よる シロ ツメ 
クサ の 利用 を 再 確認 すべ く 和 石垣 島 (24.3*N. 124.2°E) を 訪れ 
た . 観察 は バン ナ 公 園 入 口 , PRUE, 真栄 里 林道 入 
回 な ど で 行 っ た た, 


室内 実験 


上 述 し た 場所 に て 採集 し た 複数 の 雌 を 生か し た まま 実験 室 
に 持ち 帰り 採卵 を 試み た . ROMER TI AF YADA 
YF ( 径 11 cm, 深き 10 cm) 内 に , 雌 と モク セン ナ Cassia 
surattensis の 切り 枝 を 人 入れ , 10% 砂糖 水 を し み 込 ませ た 脱 
脂 綿 を カッ プ 内 に 入れ 成虫 の 餌 と し た . その よう な カッ プ 
を 2S*C の 部 屋 の 蛍光 和 灯 (OW 昼光色 ) の 真下 に 置き . 産 
卵 さ せ た . 卵 は 毎日 回 収 し 飼育 実験 に 供し た , ふ化 し た 幼 
虫 は 25°C・16L-8D の 光 周 条件 下 で モク セン ナ を 餌 植物 と 
し て 飼育 し た . 実験 に 用 いた モク セン ナ 葉 は 温室 に 植 栽 さ 
れ て いる も の を , シロ ツメ クサ 葉 は 大 学 キ ャ ン パ ス 内 に 自 
生 す る も の を 与え た . 


一 方 , 比較 の た め に 東京 都 三鷹 市 (35.7"N. 139.5°E) の 大 
学 キ ャ ン パ ス に お いて 採取 し た キタ キチ ョ ウ 雌 成虫 を 上 記 
と 同様 に メド ハギ 7/espegecg cuneata の 切り 枝 に 産卵 きせ 
た . 幼虫 は 25*C・1eL-8SD の 条件 下 に お いて メド ハギ を 餅 
と し て 飼育 し た . 

1) 雌 成 虫 に よる 産卵 テス ト 

羽化 後 $-7 日 目 の キ チョ ウ 雌 を ネッ ト ( 径 30 cm, HRS 30 
cm) 内 に て 雄 と 交尾 させ た . 産卵 テス ト に は 2 種 の 方 法 を 
用 いた . 第 1 は 1 種 の み の 植 物 (モク セン ナ ま た は シロ ツ 
メ ク サ ) を 雌 に 単独 に 提示 し , 第 2 は 2 種 の 植物 を 同時 に 


Fig. 1. Field site, the clover Triforium repens and 
early stages of Eurema hecabe on Ishigakijima 
Island. 

A: The small park located at the foot of Mt. 
Omotodake where many patches of clover are 
found. 

B: A patch of a clover with flowers. 

C: An egg of E. hecabe laid down on a clover 
leaflet. 

D: A larva (4th instar) of E. hecabe on a clover 
leaflet. 


雌 成 虫 に 提示 し て 選択 きせ た . 両 実験 に お いて 使用 し た 雌 
は 産卵 経験 の な い 個体 と し た . 第 1 の 単独 提示 実験 で は , 
RE (R8 45cm) を 入れ た 透明 の プラ スチ ッ ク カ ッ プ 
( 径 11 cm, 深き 6cm) の 中 に 雌 成虫 を 放し た . これ を 25°C 
の 実験 宝 内 の 棚 に お き 30W の 白色 蛍光 灯 2 本 で 照明 し , 4 
時 間 後に 卵 を 回 収 し た . 第 2 の 選択 実験 で は , 透明 な アク 
リル ケー ジ (30 cm Xx 30 cm X 30cm) 内 に モク セン ナ と シ 
ロ ツ メ ク サ を 透明 な ガラ ス フ ラ スコ (容量 30 ml) に 水 差 
し に し , ほぼ 10 cm 離し て 設置 し た . これ ら の 植物 は 長き 
ほぼ 7-8 cm に 揃え , 葉 の 量 も 肉眼 的 に 見 て ほぼ 同じ と し 
た . この よう な ケー ス は 25' で の 部 屋 に 置き 雌 1 個体 を 放し 
た . 植物 の 乾燥 を 防ぐ た め に 時 々 霧吹き 水 を 噴霧 し た . E 
験 中 は 位置 効果 を 避け る た め に 1 分 お き に その 位置 を 交 
換 し た . 選択 実験 で は 実験 開始 2 時 間 後に . 産み つけ られ 
た 卵 数 を カウ ント し . それ ぞ れ の 植物 に 産み つけ られ た 卵 
の 割合 (産卵 率 ) を 算出 し た . 


キタ キチ ョ ウ に つい て は , 使用 し た 植物 は メド ハギ と シロ 
ツメ クサ で あり , それ 以外 の 実験 条件 は キチ ョ ウ と 同様 と 
Lk. た だ し , キタ キチ ョ ウ で は 単独 提示 で も シロ ツメ ク 
サ に は ほとん と 産卵 し な か っ た た め に . 実験 は 単独 提示 の 
み と し た . 


2) 幼虫 の performance テ スト 


同一 雌 由来 の ふ化 効 虫 を 2 グル ー プ に 分 け . それ ぞ れ 1 個 
体 ず つ 透 明 の プラ スチ ッ ク カ ッ プ ( 径 9 cm, 深き Scm) 内 
で 異な る 食 草 を 与え . 25*C・16L-8D の 条件 下 で 飼育 し た . 
用 いた 植物 は . キチ ョ ウ に 関し て は モク セン ナ ま た は シロ 
ツメ クサ で あり , 一 方 キタ キチ ョ ウ に 関し て は メド ハギ ま 
だ た は シロ ツメ クサ と し た . 葉 は 劣化 を 防ぐ た め に , 1-2 日 ご 
と に 新鮮 な も の と 交換 し た . WER, 幼虫 な ら び に 踊 期 間 , 
IMEE (E41 H ECER), 成虫 の 前 麹 長 を 測定 し た . 
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Table 1. Ratio and number of eggs laid on each plant by females of two Eurema species. 





; f EET Egg no. 
Butterfly species Plant species N Oviposition, % Mean (miniai) 
Eurema hecabe Cassia surattensis 15 100 22.3 (4-56) 
Trifolium repens 15 100 13.8 (4—41) 
Eurema mandarina Lespedeza cuneata 10 100 20 (6-37) 
Trifolium repens 10 10 0.1 (0-1) 
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Fig. 2. Oviposition preference of E. hecabe from Ishigakijima Island. 
A: Total ratio of oviposition. B. oviposition ratio by individual butterflies. 


te R 
1) 石垣 島 で の 野外 観察 


調査 し た 3 カ所 の ポイ ント で は , 草地 に 生え る シロ ツメ ク 
サ 群 落 の パッ チ に お いて 卵 や 幼虫 が 見 い だ さ れ た . 特に , 
訟 茂 登 岳山 麓 の 公園 で は , 沢山 の 卵 や 幼虫 , それ に 群落 上 
を 探索 し. シロ ツメ クサ の 葉 へ 産卵 する 雌 が 観察 され た 
(Fig. 1). いずれ の 生息 地 も 周囲 を 林 に 囲ま れ た 草地 で あ 
V, まわ り の 林 縁 に は 本 来 の 食 草 で ある ハマ セン ナ が 数 本 
見 られ た . 


2) キチ ナ ョ ウ で の 実験 


産卵 テス ト : 単独 提示 実験 で は テス ト し た 雌 は すべ て モク 
セン ナ (AM=15), また は シロ ツメ クサ (N=15) に 産卵 し た 
(Table 1). 卵 数 は モク セン ナ の 方 が 多い 傾向 を 示し た . 


一 方 , 選択 実験 に お いて は , 放 た れ た 成虫 只 は. モク セン 
ナ お よび シロ ツメ クサ の 植物 の 回 り を 飛び . し ば し ば それ 
ら の 植物 に 着地 し た . Fig. 2A に 示す よう に , シロ ツメ クサ 
へ の 産卵 率 は モク セン ナ よ り も 明らか に 低かっ た 
(p=0.0001, Wilcoxon's matching pair test). テス ト し た 個体 別 
に みる と , 雌 14 個体 の うち 11 個体 は 両 種 の 植物 に 産卵 し 
た が . 残り の 3 個体 は モク セン ナ に の み 産 卵 し た (Fig. 2B). 





i ti moo WM v P 
Stages 幼虫 の performance テス ト : 実験 に は 3 個体 の 雌 由 来 の 幼 
. a fp a FE 虫 を 用 いた (Fig. 3). 幼虫 の 生存 率 は いずれ の 食 草 を 与え 
Fig. 3. Survival curves of E. hecabe on Cassia surattensis PRACO LOILDLFORDLEM, シロ 


or Trifolium repens. h1, h2 and h3: Female strains. 
Sample sizes are 20 each. 


ッ メ クサ で は モク セン ナ と は 対照 的 に 雌 系 統 の 違い に より 
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Table 2. Larval performance on each host plant for three strains of Eurema hecabe. 


Butterfly strain Plant species Larval duration, days Pupal duration, days 


Pupal weight, mg Forewing length, mm 





hl Cs 22.3+3.4 (18) 11.2+0.7 (17) 132.9+25.2 (18) 20.8+1.7 (17) 
Tr 24.544.2 (11) 10.9+0.7 (10) 130.5+24.4 (11) 20.5+1.5 (10) 

h2 Cs 21.4+3.7 (16) 11.2+0.7 (16) 131.7+18.2 (16) 20.1+1.4 (16) 
Tr 20.4+0.8 (17) 11.3+0.7 (17) 137.9+8.8 (17) 20.9+0.6 (16) 

h3 Cs 24.7+2.1 (19) 11.4+1.0 (19) 167.3426.3 (19) 22.9+1.4 (19) 
Tr 24.6+5.2 (15) 11.0+1.0 (6) 105.5+23.6 (15) 20.4+2.1 (6) 


Cs: Cassia surattensis. Tr: Trifolium repens. Values show mean +SD. Numbers in parentheses show sample sizes. 
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Fig. 4. Pupation ratio in the larval transfer between C. surattensis and T. repens just after 
the fourth larval molting. h4, h5, h6 and h7: Female strains. Sample sizes are 


between 6 and 15 each. 


生存 率 に ば ら つ き が 生じ た . また , JEB kRAS 
者 で ほぼ 同様 で あっ た (Table 2) が , MARE ROB 
長 に つい て は シロ ツメ クサ 飼育 で は 多少 低い 値 を 示し た . 


次 に , $ 齢 へ の 脱皮 時 か ら 異 な る 植物 へ 切り 替え の 適合 性 
を テス ト し た -. Fig.4 に 示さ れ て いる よう に , モク セン ナ か 
ら シ ロ ツ メ ク サ に 切り 換え た 場合 は モク セン ナ の み の 場 合 
k Y RERI Zor. É, シロ ツメ クサ か ら モ クセ 
ン ナ に 切り 替え た 場合 .、 シロツメクサ の み の 場 合 は 疫 化 率 
が ほぼ 60% で あっ た が , 切り 換え に より 嗣 化 率 は 上 昇 し 
た . また, この 実験 に お いて は シロ ツメ クサ の み の 飼 育 で 
は いずれ の 系 統 で も 映 化 率 は ほぼ 60% と 低い 値 を 示し た . 
特に , 前 者 の 場合 幼虫 の 多く は 摂 食 を 開始 せ ず , 容器 の 壁 
面 に 付着 し て いた . し か し , 2-3 日 後に は 摂 食 を 再開 し た . 
一 方 後者 の 場合 に は 摂 食 は 中 断 さ れず ., すぐ に モク セン ナ 
の 葉 を 食べ 始め た . 幼虫 期間 に 関し て は , モク セン ナ か ら 
シロ ツメ クサ へ の 切り 換え 区 だ け で な く , ZORDI DF 
え 区 の 場合 に も , 幅 化 ま で の 期間 が 延長 し た が , 羽化 まで 
の 幅 期間 は いずれ の 区 で も 同様 で あっ た (Table 3). し か 


L, 睦 体 重 や 成虫 前 次 長 は モク セン ナ か ら シ ロ ツ メ ク サ へ 
の 切り 換え で 顕著 な 低下 を 示し た . 


3) キタ キチ ョ ウ で の 実験 


産卵 テス ト : メド ハギ で の 産卵 実験 で は , 10 個体 中 すべ て 
の 雌 が 産卵 を 行っ た が , シロ ツメ クサ で の 場合 は , 10 個体 
中 1 個体 の み が 産 卵 し た が 他 の 個体 は 全く 産卵 し な か っ た 
(Table 1). し か も 産ん だ 場合 で も 卵 数 は 1 個 の み で あっ た . 


幼虫 の performance テ スト : 実験 に は 4 雌 由来 の ふ化 幼虫 
を 用 いた . Fig. 5 に 示す よう に ., 1 系 統 で は シロ ツメ クサ で 
育て た 場合 , メド ハギ を 与え た 場合 より も 有意 に 上 化 率 が 
低かっ た が , 他 の 3 系統 で は 映 化 率 は 50% 以上 と な っ た . 
シロ ツメ クサ 飼育 に よる 幼虫 期間 お よび 上 期 体 重 に 関し て 
は , Table 4 に 示す よう に 2 系 統 で メド ハギ 飼 育 の 場合 より 
も 幼虫 期間 が 長く な り 下 体重 が 軽く な っ た が , 1 系 統 で は 
その 遡 と な っ た . 
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Table 3. Host plant transfer at the 4th larval molt between Cassia surattensis and Trifolium repens in Eurema hecabe. 


Butterfly strain Plant species Duration Ui pupauon Pupal duration, days 


ikom larval transter days Pupal weight, mg Forewing length, mm 





h4 Cs 7.4+1.4 (11) 11.9+0.9 (10) 155.0+24.6 (11) 22.1+1.7 (10) 
Cs>Tr 10.3 ょ 2.1 (10) 11.6 ょ 1.2 (7) 97.3 ェ 13.6 (10) 19.2+0.8 (7) 

h5 Cs 8.6 よ 1.9 (5) 11.6+0.5 (5) 167.6+18.9 (5) 21.8+1.1 (5) 
Cs っ Tr 10.0 (1) — 93.7 (1) — 

h6 Tr 9.3 ょ 1.2 (3) 11.0+0.0 (2) 105.8+17.6 (3) 20.6+0.5 (2) 
Tr>Cs 12.8+3.0 (6) 11.3+1.2 (6) 113.8418.2 (6) 19.0+2.1 (6) 

h7 Tr 9.2+3.2 (5) 11.3+0.5 (3) 126.6+39.1 (5) 22.2+1.2 (3) 
Jr っ Cs 12.8+6.2 (5) 11.3 ょ 0.5 (3) 118.7+29.7 (5) 21.2+1.2 (3) 


Cs: Cassia surattensis. Tr: Trifolium repens. Values show mean+SD. Numbers in parentheses show sample sizes. Larval 


transfer was carried out just after the fourth larval molt. 
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Fig. 5. Pupation ratio of E. mandarina On Lespedeza cuneata or T. repens. m1, m2, m3 and m4: 
Female strains. *: This test was not performed. Sample sizes are between 10 and 15 each. 


議 RR 

石垣 島 に お いて キチ ョ ウ が 食 草 と し て 利用 し て いる 植物 竹 
は 主 に ハマ セン ナ や モク セン ナ , アメ リカ ツノ クサ ネム な 
ど あ る (Kato and Handa, 1992 な ど ). 一 方 , シロ ツメ クサ 
へ の 産卵 は 加藤 ・ 平 野 (2006) に より 石垣 島 真 栄 里 に お い 
て 初め て 観察 され た . 今回 の フィ ー ル ド 観 察 は . 他 の 調査 
地 に お いて も キチ ョ ウ に よる シロ ツメ クサ へ の 産卵 や そこ 
で の 幼虫 の 存在 を 確認 し た . 周辺 の 林内 に は 本 来 の 食 樹 で 
ある ハマ セン ナ も み ら れ , これ に も 卵 や 幼虫 が 発見 され て 
いる の で , この よう な 場所 か ら の 飛来 と 思わ れる . シロ ツ 
メ ク サ 自身 は キチ ョ ウ の 生息 する 他 の 亜熱帯 の 島々 . た と 
えば 奄美 大 島 や 沖縄 本 島 な ど で も 分 布 し て いる が , それ へ 
の キチ ョ ウ の 産卵 が 起こ っ て いる か どう か は 大 変 興味 深い 
こと で ある が , 現時 点 ま で は 報告 が な い . 今後 , 南西 諸島 
に お ける 本 種 の シロ ツメ クサ へ の 寄主 利用 拡大 の 可能 性 が 
示唆 され る . 


今回 の 産卵 実験 に よる と , 石垣 島 産 キチ ョ ウ は 本 来 の 食 草 
と し て 使わ れ て いな いい シロツメクサ の み を 与え た 場合 に は 
FLT OMAD EIN L727, 本 来 の 食 草 (モク セン ナ ) と 
選択 さき せる と , シロ ツメ クサ へ 産卵 する 雌 の 割合 は 減り , 
産卵 数 も 減少 し た こと か ら 現 時 点 で は シロ ツメ クサ へ の 適 


合 性 は 低かっ た . し か し , 今後 キナ チョウ が シロ ツメ クサ に 
その 寄主 範囲 を 拡げ る 可能 性 を 有する と 推測 きれ る . 一 方 , 
幼虫 で の 摂 食 な ら び に 成長 実験 に より, 幼虫 の 生存 率 や 成 
長 度合 も 系 統 に よる ば ら つ き は み ら れ た が , シロ ツメ クサ 
で は モク セン ナ の 場合 より も より 低い 傾向 を 示し た . また 
食 草 を モク セン ナ か ら シ ロ ツ メ ク サ に 切り 換え た 場合 に は 
幼虫 の 摂 食 行動 の 観察 か ら も うか が える . これ ら の こと か 
ら , 石垣 島 の キチ ョ ウ に お ける シロ ツメ クサ へ の 適応 性 は 
本 来 の 食 草 よ り も 低い こと が 示唆 さき れる. し か し , 系 統 間 
で の ば ら つ き が ある こと か ら , 今後 さら に シロ ツメ クサ へ 
の 適応 性 を 高め て くる 可能 性 も 残さ れ て いる . 


シロ ツメ クサ 利用 に 関し て 近 縁 種 で ある キタ キチ ョ ウ に お 
WT, シロ ツメ クサ へ の 産卵 が 野外 に お いて 1 例 が 報告 さ 
れ て いる (西山 , 1983). 西山 (1983) に よる と , 野外 に お 
いて シロ ツメ クサ に 産卵 され た 卵 を 持ち 帰り , シロ ツメ ク 
サ で 飼育 し た と ころ . 摂 食 を 続け 疲 化 し た と いう . 一 方 , 
本 実験 に お いて は 飼育 条件 下 に お いて シロ ツメ クサ へ の 産 
卵 は ほとん ど み られ な か っ た . し か し 幼虫 の 摂 食 や 成長 は 
シロ ツメ クサ 上 で も 比較 的 良好 な 傾向 を 示し た が , ば ら つ 
き が 大 きか っ た . それ ゆえ , キタ キチ ョ ウ に お いて も シロ 
ツメ クサ の 利用 は 潜在 的 に あり うる が . 現時 点 で は キチ ョ 
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Table 4. Larval performance on each host plant for the four strains of Eurema mandarina. 








Butterfly strain Plant species Larval duration, days Pupal weight, mg 
ml Lc = — 
Tr 18.1+2.2 (10) 25.6+2.1 (10) 
m2 Le 17 (1) 30 (1) 
Tr 18.1+2.2 (8) 22.9+0.9 (8) 
m3 Le 17.6+1.4(13) 20+1.0 (13) 
Tr 17.9+1.7 (8) 22.4+1.2 (5) 
m4 Le 14.7+4.4 (5) 22.6+5.0 (5) 
Tr 18.8+1.5 (9) 20.6+1.6 (9) 


Le: Lespedeza cuneata. Tr: Trifolium repens. Values show mean +SD. Numbers in 


parentheses show sample sizes. 


ウ の 場合 より も その 可能 性 は か な り 低い も の と 推測 され 
る . 


植 食性 昆虫 は , 餌 と する 植物 に 生存 の みな ら ず 分 布 を も 依 
存 し て いる . し た が っ て この 範囲 を 拡大 する こと に より 繁 
栄 が 期待 で きる (本 田 ,2004). 最近 いく つか の 昆虫 種 に お 
いて , 本 来 の 食 草 種 か ら シ ロ ツ メ ク サ へ の 寄主 転換 GLA) 
が 起こ っ て いる こと が 話題 と な っ て いる . た と えば , ある 
種 の アブ ラム シ は 共生 細菌 の 感染 に より , 本 来 は 利用 で き 
な い シ ロ ツ メ ク サ を 寄主 と する こと が で きる (Tsuchida et 
al., 2004). また , シル ビア シジミ (シジミ チョ ウ 科 ) は 本 
来 ミ マコ グ サ を 食 草 と し て 利用 し て いる が , シロ ツメ クサ 
を 利用 する こと に より その 分 布 を 拡大 し つつ ある (Minohara 
et al., 2007; Sakamoto et al., 2011). この 場合 に は , 共生 細菌 
で ある ボル バキ ア の 感染 が 知ら れ て いる の で , 食性 転換 に 
重要 な 関与 を する 可能 性 も 考え られ る . 石垣 島 産 キ チョ ウ 
の 場合 に も ボル バキ ア の 感染 が 報告 され て いる (Hiroki et 
al., 2004) の で , その 関与 が シロ ツメ クサ 利用 と 何ら か の 
関係 が ある か も し れ な い . 今後 の 課題 で ある . 


本 研究 を 行う に あたり , 野外 で の 情報 や 採集 に お いて 葵 原 
茂 氏 お よび 人 入野 佑 史 氏 に 大 変 お 世話 に な り ま し た . また 英 
文 校 闘 に つい て は R.W. リッ ジ 博 士 に お 世話 に な り ま し た . 
この 場 を 借り て 深謝 致し ます . 
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Summary 3) In laboratory experiments, all females tested oviposited on T. 
repens when each female was exposed to clover alone. However, 
when both 7 repens and C. surattensis were simultaneously 
available to females, the oviposition ratio was lower on T. 
repens than on C. surattensis. 

4) For the larval performance test, a smaller pupation ratio and 
pupal weight were observed on T. repens than on C. surattensis. 

5) In E. mandarina, by contrast, oviposition scarcely occurred on 
clover although larval performance was relatively good. 

6) This suggests that E. hecabe is less adaptive to T. repens than 
to native host plants, although this species uses T. repens more 


1) In Japan, subtropical populations of Eurema hecabe usually 
use subtropical legume plants such as Ormocarpum 
cochinchinense and Cassia surattensis, but not the clover 
Trifolium repens, which is well-known as a host plant of a 
related species Colias erate. However, use of a clover by E. 
hecabe was found on Ishigakijima Island (Kato and Hirano, 
2006). In the present study, oviposition response and larval 
performance between T. repens and C. suratensis were 
investigated in the laboratory together with a brief field 
observation. 

2) At several points of Ishigakijima Island, ovipositing females 
of E. hecabe were observed on patches of T. repens. Many (Received November 19, 2012. Accepted March 7, 2013) 
larvae in addition to eggs were also found on the plant. 


frequently than E. mandarina. 





NII-Electronic Library Service 


